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成分名 タンニン酸 

英文名 Tannic Acid 

CAS No. 1401-55-4 

収載公定書 日局  EP  USP 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/1401-55-4  

 

投与経路 用途 

経口投与  矯味剤 

歯科外用及び口中用剤 

 

JECFA の評価 

１日許容摂取量（ADI）については特定せず。  

 

１．単回投与毒性 

動物種 投与経路 化合物 LD50(mg/kg 体重) 文献 1) 

ラット 経口 Aleppo tannin 1550 Food and Drug Res Lab (1964) 

ラット 経口 Tara tannin 3700 Food and Drug Res Lab (1964) 

ラット 経口 Chinese tannin 2800 Food and Drug Res Lab (1965) 

ラット 経口 
Sicilian sumac 

tannin 
2650 Food and Drug Res Lab (1967) 

ラット 経口 Douglas fir tannin 7500 Food and Drug Res Lab (1967) 

２．反復投与毒性 

2-1 ラット 

① 1 群雌雄各 15匹のラットに，0, 8, 80, 800 mg/kg の Aleppo tannin もしくは tara tannin を 12 週

間混餌投与した。体重及び摂餌量に変化はみられず，肝臓重量及び腎臓重量に被験物質投与

の影響は認められなかった。剖検及び病理組織学的検査においても異常は認められなかった。1) 

(Food and Drug Res Lab, 1964) Chinese tannin (Food and Drug Res Lab, 1965)，Sicilian sumac 

tannin (Food and Drug Res Lab, 1967)，Douglas fir tannin (Food and Drug Res Lab, 1967) におい

ても同様の用量を用いた試験が行われ，異常は認められなかった。 

② 1 群雌雄各 50匹のラットに，0, 0.25, 0.234, 0.125, 0.117% の Peruvian tara tannin を 2 年間混

餌投与した。タンニン酸を 0.5%含有するチューイングガムを飼料に混合した。生存率，体重推移，

摂餌量，血液学的検査値，臓器機能検査，臓器重量，剖検及び病理組織学的検査において異常

は認められなかった。2) (Rosner-Hixon Lab., 1965) 

2-2 イヌ 

 1 群雌雄各 4 匹のイヌに，0, 0.25, 0.234, 0.125, 0.117% の Peruvian tara tannin を 2 年間混餌投
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与した。タンニン酸を 0.5%含有するチューイングガムを飼料に混合した。行動，摂餌量，血液学的

検査値，臓器機能検査，臓器重量，剖検及び病理組織学的検査において異常は認められなかっ

た。2) (Rosner-Hixon Lab., 1965)  

３．遺伝毒性 

ネズミチフス菌及び大腸菌を用いた Ames test において，変異原性は認められなかった。3) (Chen, 

2000)、4) (Watanabe, 1998)  

４．癌原性 

① ラットにおける皮下投与によるがん原性試験において，肝臓腫瘍の発生が認められた。マウ

スに加水分解性タンニンを皮下投与した結果，肝臓腫瘍が発現し，濃縮タンニンでは局所の肉腫

及び肝臓腫瘍の発生が認められた。5) (IARC Summary & Evaluation, 1976) 

② F344 系雌雄ラットにタンニン酸の 0, 0.25, 0.5% 水溶液を飲水に用いて 2年間供試した。がん

原性を示唆する結果は認められなかった。6) (Onodera , et al., 1994) 

③ がん原性総合評価: Group 3 ヒトにおけるがん原性物質には分類されない，7) (IARC, 1987)  

４．生殖発生毒性 

1 世代につき 2 同腹仔を用いた 3 世代試験は，1 群雌雄各 20 匹のラットに，0.0 及び 0.234%，0.0, 

0.117 及び 0.058% の Peruvian tara tannin を含む飼料を供試した。0.234%群の出生仔の離乳時体

重は，対照群に比べ明らかな低値を示した。他の低濃度群ではこのような変化はみられず，また，

いずれの群においても受胎能，妊娠，生存率及び授乳への影響は認められなかった。 8) 

(Rosner-Hixon Lab., 1969)  

５．局所刺激性 

該当文献なし 

６．その他の毒性 

該当文献なし  

７．ヒトにおける知見 

① 1 g を超える大量摂取により，消化管刺激，悪心及び嘔吐が誘発される。9) ( Reymonds & 

Martindale, 1990) これらの症状は，タンニン酸を含む浣腸によっても生じる。10) (Lucke et al, 1963) 

② タンニン酸には便秘作用があり，宿便を誘発する。11) (Gilman et al, 1980)  
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